
　
梅
雨
末
期
の
記
録
的
な
大
雨
に

よ
る
雲
南
地
方
の
被
害
は
甚
大
で

し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
夏
休
み
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
東

京
五
輪
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
猛
威
の
中
で
強
行
開
催

さ
れ
医
療
現
場
で
混
乱
が
続
き
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
県
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
号
で
は
、
一
般
質
問
に
つ

い
て
の
報
告
を
中
心
に
、
木
次
線

問
題
や
コ
ロ
ナ
対
策
、
豪
雨
災
害

で
の
新
た
な
動
き
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

問
　
一
般
利
用
者
と
観
光
利
用
者
の
2

本
柱
で
頑
張
っ
て
き
た
沿
線
住
民
に
と
っ

て
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
廃
止
は
衝
撃
的
提
案
。

今
後
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
行
っ
て
い
く
の

か
？

答
　
丸
山
達
也
知
事

　

J
R
か
ら
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
限
ら

ず
、
沿
線
の
観
光
振
興
の
方
策
も
含
め
た

議
論
が
必
要
と
の
意
見
を
受
け
た
。

問　
丸
山
知
事
は
実
際
に
ト
ロ
ッ
コ
列

車
に
乗
っ
て
、
観
光
商
品
と
し
て
の
そ
の

価
値
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
木
次
線

の
存
続
対
策
の
一
環
と
し
て
予
算
計
上
も

さ
れ
、
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
さ
れ

た
。
改
め
て
知
事
の
所
見
は
？

答
　
丸
山
知
事

　

現
行
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
運
行
継
続
困
難

と
の
説
明
を
受
け
た
が
、
県
と
地
元
市
町
、

関
係
者
、
J
R
が
一
緒
に
な
っ
て
議
論
を

し
た
い
と
申
し
入
れ
た
。
県
と
し
て
も
積

極
的
に
参
画
関
与
し
、
要
望
し
た
内
容
に

つ
い
て
の
議
論
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
利
用
促
進
状
況
と
、
事
業
者
の
届

け
出
で
廃
止
で
き
る
鉄
道
事
業
法
に
つ
い

て
抜
本
的
な
見
直
し
を
要
望
す
る
意
見
書

を
議
決
し
て
国
へ
提
出
し
て
い
る
。
県
の

取
り
組
み
と
国
の
動
向
は
？

答
　
藤
井
洋
一 

地
域
振
興
部
長

　

１
か
月
分
の
定
期
券
な
ど
を
助
成
す
る

事
業
に
は
、
想
定
人
数
50
人
に
対
し
て
15

人
が
申
込
み
。
5
人
以
上
の
団
体
に
J
R

運
賃
や
貸
し
切
り
バ
ス
運
賃
な
ど
の
半
額

助
成
に
は
2
8
2
0
人
の
想
定
に
、
申
し

込
み
は
26
件
、
利
用
者
は
4
4
7
人
（
6

月
15
日
現
在
）
。
鉄
道
事
業
法
の
在
り
方

を
見
直
す
よ
う
国
へ
重
点
要
望
。
ま
た
、

中
国
地
方
知
事
会
、
全
国
知
事
会
で
も
問

題
提
起
し
て
い
る
。

問
　
現
行
の
車
両
を
更
新
で
き
な
い
理

由
を
、
J
R
か
ら
ど
う
説
明
を
受
け
て
い

る
か
。

答
　
太
田
史
朗 

商
工
労
働
部
長

　

製
造
か
ら
約
50
年
経
過
し
、
車
両
を
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
と
説
明
を
受
け
、
ま

た
、
転
用
可
能
な
車
両
の
有
無
や
代
替
車

両
の
提
案
は
現
在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

島
根
、
広
島
両
県
と
沿
線
五
市
町
、

J
R
西
日
本
米
子
支
社
で
構
成
す
る
「
木

次
線
観
光
列
車
運
行
検
討
会
」
が
今
月
、

発
足
し
ま
し
た
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
「
奥
出

雲
お
ろ
ち
号
」
の
存
続
の
可
能
性
を
議
論

し
ま
す
。

　

J
R
西
が
車
両
の
老
朽
化
を
理
由
に
、

令
和
５
年
度
で
の
運
行
終
了
を
発
表
し
た

の
を
受
け
、
お
ろ
ち
号
の
現
行
車
両
で
の

継
続
運
行
や
中
古
車
両
の
改
造
や
新
造
に

よ
る
後
継
車
両
の
導
入
の
可
否
の
ほ
か
、

木
次
線
と
つ
な
が
る
芸
備
線
を
含
め
た
観

光
振
興
に
つ
い
て
も
話
し
合
う
。

　

県
が
事
務
局
を
務
め
て
調
整
役
を
担
う
。

藤
井
洋
一
地
域
振
興
部
長
は
「
丸
山
知
事

は
非
常
に
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
県

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
沿
線
市
町

と
話
し
合
っ
て
い
く
」
と
強
調
。
J
R
三

江
線
の
対
応
で
、
県
が
沿
線
市
町
と
J
R

西
と
の
間
で
「
中
立
」
を
貫
い
た
過
去
と

同
じ
道
は
た
ど
ら
な
い
こ
と
を
明
言
し
ま

し
た
。

　

J
R
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
、

観
光
、
通
勤
で
乗
客
数
が
大
き
く
落
ち
込

み
、
巨
額
損
失
が
発
生
。
赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
の
維
持
と
新
幹
線
収
益
で
補
っ
て
き
た

経
営
方
針
も
見
直
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
三
江
線
と
同
様
の

道
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。

　

木
次
線
は
奥
出
雲
・
雲
南
地
方
ば
か
り

か
島
根
の
宝
。
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
事
が

地
域
と
し
て
の
使
命
。
「
雲
南
市
蒸
気
機

関
車
C
5
6
1
0
8
保
存
会
」、（
会
員
約

①
木
次
線
存
続
に
つ
い
て

県
が
主
導
、観
光
列
車
運
行

検
討
会
が
発
足

存
続
に
は
行
政
、
住
民
の
情

熱
が
カ
ギ

2
5
0
人
）
の
堀
江
晴
俊
会
長
が
6
月
28

日
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
や
国
鉄
分

割
民
営
化
と
い
う
歴
史
的
転
換
期
を
行

政
・
住
民
の
存
続
へ
の
運
動
で
乗
り
超
え
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
鳥
取
県
の
若

桜
鉄
道
（
八
頭
町
・
郡
家
駅
〜
若
桜
町
・

若
桜
駅
間
19・2
キ
ロ
）
を
訪
れ
、
鉄
道

を
基
軸
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
学
ん
で
帰

ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
5
年
に
国
鉄
若
桜
線
と
し
て
開
通
。

公
共
交
通
機
関
と
し
て
地
域
・
産
業
の
発

展
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
し
て
き
た
が
、

山
間
部
の
過
疎
化
、
基
幹
産
業
で
あ
る
林

業
の
衰
退
に
伴
い
、
運
輸
・
交
通
の
動
脈

と
し
て
の
機
能
を
低
下
。
廃
線
の
危
機
に

直
面
し
た
が
、
昭
和
62
年
に
第
三
セ
ク

タ
ー
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
に
引
き
継
ぎ
、

平
成
21
年
4
月
か
ら
は
公
有
民
営
方
式
に

よ
る
上
下
分
離
で
運
行
さ
れ
、
黒
字
化
に

成
功
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
型
バ
イ
ク
「
隼
」
と
同
じ
名
前
の
隼

駅
に
は
毎
夏
、
全
国
か
ら
二
千
人
を
超
え

る
ラ
イ
ダ
ー
達
が
駆
け
付
け
ま
す
。
こ
の

熱
い
思
い
に
応
え
、
車
両
に
大
型
バ
イ
ク

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
隼
列
車
、
地
元
の
人

た
ち
が
懐
か
し
い
鉄
道
の
旅
を
楽
し
め
る

「
昭
和
号
」
な
ど
の
観
光
列
車
を
走
ら
せ
、

レ
ト
ロ
な
良
さ
を
生
か
し
た
駅
ナ
カ
店
舗

「
若
桜
カ
フ
ェ
」
の
あ
る
終
着
若
桜
駅
、

令
和
三
年
六
月
定
例
会

①
木
次
線
に
つ
い
て

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

③
孤
独
に
つ
い
て

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
般
質
問

（
六
月
八
日
〜
七
月
一
日)

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。

令和３年８月

第10号
高橋まさひこ高橋まさひこ
島根県議会議員島根県議会議員

高橋まさひこ事務所　〒699-1251 島根県雲南市大東町大東1888  TEL 0854 - 43 - 8057

観光列車を見学する堀江会長（左）



　

７
月
豪
雨
災
害
は
、
雲
南
市
や

飯
南
町
に
多
く
の
災
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
災
害
復
旧
は
国
・
県
・
市
町

村
が
力
を
合
わ
せ
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
を
訪
れ
ご

意
見
も
伺
い
ま
し
た
。
赤
澤
副
大

臣
、
島
根
県
出
身
の
国
会
議
員
、

そ
し
て
丸
山
知
事
に
も
被
害
状
況

を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
や
市
町
村
の
財
政
は
厳
し
く
、

今
後
の
国
の
支
援
対
策
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
感
染
力
の
強
い
変
異

型
が
ま
ん
延
し
始
め
て
お
り
、
県

内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
丸
山

知
事
か
ら
お
盆
の
帰
省
を
自
粛
す

る
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
発
信
さ
れ

て
い
ま
す
。
首
都
圏
中
心
に
緊
急

事
態
宣
言
も
効
果
が
表
れ
ず
、
自

粛
要
請
も
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。
東
京
の
行
動
範
囲
の
広
い
二

十
代
か
ら
五
十
代
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
す
れ
ば
、
日
本
全
体
の
感
染

を
抑
制
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

政
府
に
苦
言
を
い
う
小
池
知
事
は

な
ぜ
提
案
を
し
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

国
家
的
危
機
に
日
本
の
法
律
は

あ
ま
り
に
も
未
整
備
で
、
場
当
た

り
的
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。
島

根
県
の
た
め
に
働
か
れ
た
竹
下
亘

先
生
も
体
調
不
良
に
よ
り
ご
勇
退

さ
れ
ま
す
。
島
根
県
２
区
の
候
補

者
が
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
国
家

論
が
論
じ
ら
れ
、

島
根
県
を
心
か
ら

思
う
方
が
選
出
さ

れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

WEBサイト

県
議
会
の
動
向
、
詳
し

い
活
動
状
況
に
興
味
あ

る
方
は
ア
ク
セ
ス
を
！

通
学
の
利
便
性
を
考
え
て
開
業
さ
れ
た
八

頭
駅
な
ど
9
駅
を
出
発
点
に
特
徴
あ
る
新

旧
の
店
や
宿
泊
施
設
も
魅
力
い
っ
ぱ
い
。

鉄
道
を
通
じ
て
活
力
あ
る
地
域
へ
確
か
な

歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

6
年
前
に
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
堀
江

会
長
は
「
若
桜
線
は
一
歩
一
歩
着
実
に
魅

力
を
増
し
て
い
ま
す
。
会
社
発
足
か
ら
34

年
、
『
乗
っ
て
残
そ
う
』
と
、
行
政
と
住

民
が
力
を
合
わ
せ
『
情
熱
』
を
傾
け
た
成

果
で
す
。
見
習
っ
て
木
次
線
も
地
域
の
底

力
で
何
と
し
て
も
残
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
良
い
例
と
し
て
紹
介
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
行
政
サ
イ
ド

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
を
露
呈
し
た
問
題

の
背
景
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発

行
で
個
人
情
報
が
流
出
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
考
え
る
。
普

及
す
れ
ば
、
行
政
事
務
の
大
幅
な
省
力
化

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
飛
躍
的
な
改
善
が
は

か
ら
れ
る
は
ず
。

　
県
の
普
及
率
と
ど
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
確
保
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
野
津
建
二 

企
画
局
長

　

28・9
％
（
５
月
１
日
現
在
、
全
国
平

均
は
30・0
％
）
。
紛
失
ま
た
は
盗
難
の

場
合
で
も
、
顔
写
真
入
り
の
た
め
に
対
面

で
の
悪
用
は
困
難
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
使
用
す
る
た
め
に
は
暗
証
番
号
が
必
要
。

不
正
に
情
報
を
読
み
出
そ
う
と
す
る
と
I 

C
チ
ッ
プ
が
壊
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
税
や
年
金
な
ど
の
情
報
は
入
っ
て
お

ら
ず
、
国
に
よ
る
と
、
仮
に
カ
ー
ド
の
数

字
が
他
人
に
知
ら
れ
て
も
、
芋
ず
る
式
に

情
報
が
洩
れ
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
2
月
の
質
問
で
は
孤
独
死
の
明
確

な
定
義
は
な
く
、
統
計
資
料
が
な
い
と
の

回
答
で
し
た
が
、
病
院
外
で
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
、
警
察
が
事
件
性
の
有
無
を
調
べ

ら
れ
て
い
る
は
ず
。
県
警
が
取
り
扱
っ
た

事
例
の
う
ち
、
孤
独
の
方
の
件
数
は
？

答
　
堀
内
尚 

県
警
本
部
長

　

県
警
が
取
り
扱
っ
た
御
遺
体
数
は
令
和

元
年
が
9
1
3
体
、
2
年
が
8
8
2
体
。

こ
の
う
ち
独
居
の
方
は
元
年
が
3
6
7
体
、

2
年
が
3
3
7
体
。
本
年
5
月
末
時
点
で

は
４
３
０
体
を
調
べ
、
う
ち
独
居
の
方
は

1
6
6
体
で
あ
る
。
過
去
5
年
間
の
平
均

で
は
、
全
体
の
約
38
％
が
独
り
暮
ら
し
の

方
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
、
7
月
に
無
症

状
者
と
軽
症
者
を
受
け
入
れ
る
専
門
の
宿

泊
療
養
施
設
が
松
江
市
北
陵
町
の
ソ
フ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
島
根
内
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
一
足
早
く
、
視
察
に
行
き
ま
し

た
。

　

こ
の
宿
泊
療
養
施
設
は
プ
レ
ハ
ブ
2
棟
、

約
1
4
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。
受
け
入
れ

可
能
な
人
数
は
計
80
人
。
す
べ
て
個
室
で
、

シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
を
備
え
て
い
ま
す
。

看
護
師
と
生
活
支
援
者
各
2
人
が
常
駐
し

て
患
者
の
世
話
を
し
ま
す
。
経
費
は
2
年

間
の
リ
ー
ス
契
約
で
約
4
億
4
千
万
円
。

こ
れ
ま
で
は
玉
造
温
泉
の
ホ
テ
ル
と
契
約

し
て
軽
症
者
、
無
症
状
者
を
受
け
入
れ
て

い
ま
し
た
が
、
観
光
面
に
も
力
を
注
ぐ
必

要
が
あ
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
自
宅
待
機

中
に
急
変
し
て
命
を
落
と
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
県
が
ま
さ
か
に
備
え
て
先
手
を

打
っ
た
施
設
で
す
。

　

こ
の
施
設
が
満
員
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

今
一
度
、
私
た
ち
も
感
染
対
策
に
万
全
を

期
し
ま
し
ょ
う
！

　

6
月
定
例
島
根
県
議
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
で
打
撃
を
受

け
た
飲
食
業
支
援
に
重
点
を
置
い
た
総
額

90
億
3
1
0
0
万
円
の
今
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
、
26
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

年
間
売
り
上
げ
が
3
割
以
上
減
っ
た
事

業
者
に
、
規
模
に
応
じ
て
１
店
舗
当
た
り

50
〜
1
2
0
万
支
給
す
る
給
付
金
制
度
を

創
設
し
た
の
が
特
徴
。
丸
山
達
也
知
事
が

五
輪
聖
火
リ
レ
ー
の
中
止
検
討
を
引
き
合

い
に
訴
え
た
経
済
支
援
策
が
国
を
動
か
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
に
苦
し
む
中
小
企
業
を
支
え
る
融
資

枠
の
拡
充
に
6
億
5
7
0
0
万
円
▽
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
さ
せ
る
第
三
者
認
定
制

度
導
入
や
ア
ク
リ
ル
板
購
入
費
支
給
に
8

億
9
8
0
0
万
円
▽
特
典
付
き
前
売
り
飲

食
券
発
行
１
億
2
千
万
円
な
ど
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
被
害
を
受
け
、
県
は
、
3

億
3
6
0
0
万
円
の
補
正
予
算
を
専
決
処

分
。
雲
南
地
方
で
の
全
壊
3
棟
、
半
壊
7

棟
、
一
部
破
損
1
3
4
棟
の
対
象
地
帯
に

40
〜
3
0
0
万
円
が
支
援
さ
れ
、
中
小
企

業
や
農
業
従
事
者
向
け
に
3
年
間
無
利
子

と
な
る
制
度
融
資
を
設
け
、
復
旧
が
支
援

さ
れ
ま
す
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
総
額
は
4
7
6
3

億
8
5
0
0
万
円
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

普
及
率
は
28
．9
％

軽
症
者
ら
の
宿
泊
療
養
施
設

が
完
成
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
県

が
先
手

大
雨
被
害
支
援
に

　
　

  

3
億
3
6
0
0
万
円

県
が
補
正
専
決
処
分

③
自
死
の
38
％
が
独
り
暮
ら

　

し
日
常
の
会
話
が
大
切
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７月梅雨前線豪雨による公共土木施設の被害状況について
令和３年７月21日現在（単位：千円）
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オープンしたコロナ宿泊療養施設

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！


